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県政
報告

ふるさと三島市を
もっと元気にするために
活動しています！

安全・安心な生活を支える危機管理
○新興感染症等対策関連　8億5,700万円 
・ふじのくに感染症管理センターの整備　　・医療施設の感染症対策への支援　ほか

医療提供体制の確保・充実と健康寿命の延伸
○医師・看護職員確保対策関連　27億5,564万円
・医師の確保及び地域間の偏在解消
・修学資金貸付金による新人看護職員の確保 ほか

○ヘルスオープンイノベーション静岡関連　2,470万円
・データ分析に基づく効果的な健康施策の検証・事業展開
・産官学連携による高血圧の推進　ほか

障害のある人が分け隔てられない共生社会の実現
○医療的ケア児等支援関連　5,639万円
・医療的ケア児等支援センターの運営、人材育成　ほか

結婚の希望をかなえ、 安心して出産や子育てができる環境づくり
○保育士等確保関連　5,201万円
・勤務環境向上や ICT活用に係る巡回支援
・就労継続や現場復帰への支援

○子どもの安全対策関連　2,078万円
・保育相談窓口の設置　　・保育施設に対する無通告の指導監査　ほか

すべての子どもが大切にされる社会づくり
○ヤングケアラー支援体制構築　2,000万円
・ヤングケアラーの早期発見・支援に係る個別支援強化　　・ピアサポート等の支援体制構築

委員会は、本会議に提案された議案などを、専門的にくわしく審査するための機関。
【常任委員会】【議会運営委員会】【特別委員会】があります。
県議会は、定例会と臨時会があり、
定例会は県の条例で年4回、原則として
毎年2月、6月、9月、12月に開かれています。

常任委員会
常時設置している委員会。所管事項についての調査や本会議から付託された議案、請願・陳情を審査。

総務委員会
県の将来をよくしていくための計画づくりや、
県の予算をつくったり、税金を集めたり、
市町の仕事の手助けをする仕事に関すること

厚生委員会
お年寄りや子ども、障害のある人たちも
暮らしやすい社会づくりや県民の健康を守る仕事、
県立病院及びがんセンターの運営に関すること

危機管理くらし環境委員会
地震や災害などから県民を守る仕事、
「くらし」や「環境」にめぐまれた豊かな県民生活を
実現するための仕事に関すること

産業委員会
農林水産業や商工業を盛んにしたり、
働く人たちを支援する仕事に関すること

文化観光委員会
文化や観光の振興などに関すること

建設委員会
道路、河川、港湾、農地や森林などを
整備したり、まちづくりをする仕事に関すること

文教警察委員会
教育や文化財の保護などの仕事や
県民の生活を守る警察の仕事に関すること

❶感染症対応力の強化
「防疫先進県 静岡」を目指し、振興・再興感染症に備え、本県の感染症対策を担う拠点
「ふじのくに感染症管理センター」を静岡県総合健康センター内に開設、
本庁から感染症対策課を移転の上、増員し必要な体制を整備。（＋３人、16人体制）

❷子どもの安全確保に向けた指導体制・相談体制の強化
園児死亡事件等を踏まえ、福祉指導課を増員。（＋２人）
また、児童虐待の相談対応件数の増加を踏まえ、発生予防から早期発見、 自立支援まで一連の対応をするため、
東部及び富士児童相談所を増員。
（＋３人、H28年度からR6年度までの間で延べ65人を増員予定）

県予算1兆3,703億円の
23.4%が健康福祉費

特別委員会
重要な問題を、
より専門的に調査する
必要があるときに設置。

決算特別委員会
提出された決算書類などにより
予算執行状況を詳細に審査し、
認定。（毎年9月定例会で設置）

議会運営委員会
議会の運営、会議規則や
委員会条例に関することなどを
協議・審査。

厚生委員会委員長を
拝命しました！


